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三
井
住
友

海
上
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
部

は
、
10
月
15

日
に
東
京
都

港
区
の
お
台

場
海
浜
公
園

で
開
催
さ
れ

た
「
第
23
回

日
本
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
選

手
権
」
に
参

加
し
、
所
属
の
古
谷
純
平

選
手
と
小
田
倉
真
選
手
が

出
場
し
た
。

　
同
大
会
の
結
果
を
受
け

て
「
２
０
１
７
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が
確

定
し
、
古
谷
選
手
が
年
間

で
２
２
４
６
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
し
て
年
間
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
、
小
田
倉
選
手
が

１
９
２
５
ポ
イ
ン
ト
で
２

位
と
な
っ
た
。

　
古
谷
選
手
は
16
年
に
続

き
、
２
年
連
続
の
ジ
ャ
パ

ン
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
獲
得

と
な
る
。

損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
企

画
推
進
部
長
。
明
治
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
卒
業
後
、
自
動
車
保
険

料
率
算
定
会
（
２
０
０
２
年

に
損
害
保
険
料
率
算
出
機
構

へ
改
称
）
入
社
、
現
在
に
至

る
。
著
書
に
『
わ
か
り
や
す

い
交
通
事
故
相
談
事
例
（
改

訂
新
版
）
』
（
損
害
保
険
企

画
、
１
９
９
５
年
）
な
ど
が

あ
る
。

◇

　
本
書
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
。

　
▽
第
１
章
：
責
任
の
発
生

▽
第
２
章
：
交
通
事
故
に
お

け
る
共
同
不
法
行
為
責
任
▽

第
３
章
：
損
害
額
の
算
定
▽

第
４
章
：
損
害
額
の
調
整
・

損
益
相
殺
▽
第
５
章
：
任
意

自
動
車
保
険
約
款
の
解
釈
▽

第
６
章
：
そ
の
他
の
論
点
▽

実
務
担
当
者
に
有
益
と
思
わ

れ
る
参
考
文
献
▽
判
例
索
引

　（
Ａ
５
判
４
８
８
㌻
、
保

険
毎
日
新
聞
社
刊
、
17
年
10

月
発
行
、
本
体
価
格
４
５
０

０
円
＋
税
）

　
こ
の
た
び
、
丸
山
一
朗
著

『
自
動
車
保
険
実
務
の
重
要

判
例
―
事
例
に
学
ぶ
33
の
ポ

イ
ン
ト
―
』
（
保
険
毎
日
新

聞
社
、
２
０
１
７
）
が
刊
行

さ
れ
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ま

で
著
者
が
保
険
判
例
等
研
究

会
な
ど
で
報
告
し
発
表
し
て

き
た
多
く
の
研
究
成
果
の
中

か
ら
選
定
さ
れ
た
18
本
の
判

例
研
究
お
よ
び
５
本
の
研
究

論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
自
賠
法
３
条
の
運
行
・
他

人
性
・
運
転
補
助
者
、
共
同

不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相

殺
、
治
療
関
係
費
の
算
定
、

遺
失
利
益
・
扶
養
利
益
の
算

定
、
遅
延
損
害
金
、
素
因
減

額
、
社
会
保
険
給
付
と
損
益

相
殺
、
免
責
条
項
に
い
う

「
故
意
」
な
ど
33
の
テ
ー
マ

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
各
テ

ー
マ
に
関
連
す
る
重
要
判
例

の
紹
介
・
分
析
・
検
討
を
通

じ
て
、
法
的
問
題
点
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
は
、
長
年
に
わ
た
り

自
動
車
保
険
業
務
に
従
事

し
、
特
に
自
賠
責
保
険
の
実

務
家
と
し
て
、
ま
た
幾
多
の

研
究
会
に
お
い
て
、
そ
の
理

論
と
実
践
の
経
験
を
積
み
重

ね
て
き
た
い
わ
ば
こ
の
分
野

に
お
け
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
選
定
さ

れ
た
判
例
は
す
べ
て
自
動
車

保
険
実
務
に
直
結
し
た
重
要

判
例
で
あ
り
、
大
変
わ
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
、
各
項
で
は
、

〈
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
〉

と
〈
ま
と
め
〉
が
設
け
ら

れ
、
法
的
問
題
点
と
と
も
に

実
務
上
留
意
す
べ
き
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
対
応
方
針

が
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
解

説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
が

他
に
類
を
見
な
い
本
書
の
特

徴
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
は
、
た
ん
な
る
判
例

研
究
・
研
究
論
文
の
集
約
と

し
て
の
自
動
車
保
険
の
研
究

書
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
自
動

車
保
険
の
現
場
を
熟
知
し
た

実
務
の
専
門
家
の
視
点
か

ら
、
実
務
に
役
立
つ
こ
と
を

強
く
意
識
し
た
い
わ
ば
実
践

的
内
容
の
も
の
と
い
え
る
。

自
動
車
保
険
の
研
究
お
よ
び

実
務
に
従
事
す
る
者
に
と
っ

て
必
携
の
書
で
あ
り
、
と
り

わ
け
自
動
車
保
険
に
か
か
わ

る
関
係
者
に
広
く
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
著
者
の
丸
山
一
朗
氏
は
、

　
国
土
交
通
省
が
ま
と
め

た
建
築
着
工
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
１
７
年
９
月
の

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

前
年
同
月
比
２
・
９
％
減

の
８
万
３
１
２
８
戸
で
、

３
カ
月
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
。
新
設
住
宅
着
工
床

面
積
は
、
同
３
・
９
％
減

の
６
５
８
万
４
０
０
０
平

方
㍍
で
、
同
じ
く
３
カ
月

連
続
で
減
少
し
た
。
季
節

調
整
済
年
率
換
算
値
は
、

前
月
比
１
・
０
％
増
の
95

万
２
０
０
０
戸
で
、
３
カ

月
ぶ
り
の
増
加
と
な
っ

た
。

　
利
用
関
係
別
で
は
、
持

ち
家
が
前
年
同
月
比
２
・

７
％
減
の
２
万
４
８
８
３

戸
で
、
４
カ
月
連
続
の
減

少
。
こ
の
う
ち
、
民
間
資

金
に
よ
る
持
ち
家
は
同
２

・
５
％
減
の
２
万
２
１
５

９
戸
で
、
同
じ
く
４
カ
月

連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

ま
た
、
公
的
資
金
に
よ
る

持
ち
家
は
同
４
・
２
％
減

の
２
７
２
４
戸
で
、
３
カ

月
連
続
で
減
少
し
た
。

　
貸
家
は
前
年
同
月
比
２

・
３
％
減
の
３
万
７
５
２

１
戸
で
、
４
カ
月
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
民
間
資
金
に
よ
る
貸

家
は
同
２
・
５
％
減
の
３

万
４
８
０
１
戸
で
、
同
じ

く
４
カ
月
連
続
で
減
少
し

た
。
公
的
資
金
に
よ
る
貸

家
は
同
０
・
３
％
増
の
２

７
２
０
戸
で
、
先
月
の
減

少
か
ら
再
び
増
加
に
転
じ

た
。

　
分
譲
住
宅
は
前
年
同
月

比
５
・
３
％
減
の
２
万
２

０
２
戸
で
、
４
カ
月
ぶ
り

に
減
少
し
た
。
こ
の
う

ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
同
９

・
２
％
減
の
８
６
２
８
戸

で
、
同
じ
く
４
カ
月
ぶ
り

の
減
少
。
一
戸
建
て
住
宅

は
同
２
・
２
％
減
の
１
万

１
３
４
７
戸
で
、
先
月
の

増
加
か
ら
再
び
の
減
少
と

な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
首
都
圏

が
総
戸
数
で
前
年
同
月
に

比
べ
９
・
９
％
減
少
し

た
。
内
訳
は
持
ち
家
が
同

５
・
６
％
減
、
貸
家
が
同

１
・
０
％
減
、
分
譲
住
宅

が
同
22
・
９
％
減
だ
っ

た
。

　
中
部
圏
は
、
総
戸
数
が

前
年
同
月
比
で
１
・
６
％

増
。
こ
の
う
ち
、
持
ち
家

が
同
10
・
７
％
減
、
貸
家

は
同
４
・
２
％
増
、
分
譲

住
宅
が
同
16
・
５
％
増
だ

っ
た
。

　
近
畿
圏
は
、
総
戸
数
が

前
年
同
月
比
で
０
・
７
％

減
。
こ
の
う
ち
、
持
ち
家

が
同
４
・
４
％
減
、
貸
家

は
同
３
・
２
％
増
、
分
譲

住
宅
は
同
２
・
７
％
減
だ

っ
た
。

　
そ
の
他
地
域
で
は
、
総

戸
数
で
前
年
同
月
比
１
・

５
％
増
。
こ
の
う
ち
、
持

ち
家
が
同
１
・
２
％
増
、

貸
家
は
同
６
・
７
％
減
、

分
譲
住
宅
は
同
33
・
１
％

増
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
建
築
工
法
別
で

は
、
プ
レ
ハ
ブ
が
前
年
同

月
比
10
・
２
％
減
の
１
万

２
２
８
２
戸
で
、
４
カ
月

連
続
で
減
少
し
た
。
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
は
１
万
１
１

４
２
戸
で
、
同
５
・
２
％

減
。
３
カ
月
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
統
計  

17
年
９
月
の
新
設
住
宅
着
工

前
年
同
月
比
３
カ
月
連
続
で
減
少

持
ち
家
・
貸
家
・
分
譲
と
も
減
少

『
自
動
車
保
険
実
務
の
重
要
判
例

―
事
例
に
学
ぶ
33
の
ポ
イ
ン
ト
―
』

丸
山
　
一
朗
　
著

書書 　　 評評

［評者］　

出
口
　
正
義 
（
専
修
大
学
法
学
部
教
授
）

現
場
を
熟
知
し
た
実
務
家
視
点
で
解
説

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ジ
ャ
パ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ

古
谷
選
手
が
年
間
１
位
に

三井住友海上

古谷選手（中央）と小田倉選手（左）
（写真：アフロスポーツ）


